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災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

市
や
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
の
防

災
機
関
が
全
力
で
対
応
し
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
網
の
分
断

な
ど
で
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
、
自
分
た
ち
で
自
ら
の
身
の

安
全
を
守
り
、
地
域
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
被
害
に
あ
っ
た
人

た
ち
を
救
助
・
救
援
す
る
こ
と

も
。
実
際
に
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
、「
自
分
で
」
や
「
家

族
に
」と
い
っ
た
自
助
、「
隣
人
・

友
人
に
」
や
「
通
行
人
に
」
と

い
っ
た
共
助
で
救
出
さ
れ
た
人

は
全
体
の
95
㌫
以
上
と
い
う
結

果
も
あ
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

ま
ず
は
個
人
、
地
域
の
連
携

が
大
切
で
す
。

　

個
人
や
家
族
（
自
助
）
で
は
、

災
害
情
報
の
確
認
方
法
や
非
常

持
出
品
の
準
備
、地
域
（
共
助
）

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓
練

に
参
加
し
地
域
内
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、

家
族
や
地
域
で
協
力
し
合
え
る

体
制
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
や
風
な
ど
の
自
然
状
況

は
、
急
激
に
変
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
て
も
、
危
険
が
迫

っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ

と
り
が
風
水
害
へ
の
備
え
を
十

分
確
認
し
て
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

災
害
に
備
え
て
個
人
や

地
域
で
の
連
携
を
図
る

雨の強さと降り方（１時間降雨量）
やや強い雨

（10～ 20㍉未満）

・ザーザーと降る
・地面からの跳ね返　
　りで足元がぬれる
・雨の音で話し声が　
　よく聞き取れない
・長く降り続けると　
　きは注意が必要

強い雨
（20～ 30㍉未満）

・どしゃ降り
・車のワイパーを早く
　しても見えづらい
・側溝や下水、小さな
　川が溢れ小規模なが
　け崩れが始まる

激しい雨
（30～ 50㍉未満）

・バケツをひっくり返
　したように降り、道
　路が川のようになる
・高速走行時にブレー
　キが利かなくなる
・山崩れやがけ崩れが
　起きやすくなる

非常に激しい雨
（50～ 80㍉未満）

・車の運転は危険
・土石流が起こりやす
　い。多くの災害が発
　生する

猛烈な雨
（80㍉～）

・息苦しくなるような
　圧迫感があり、恐怖
　を感じる

土砂災害の種類と前兆 大雨時の気象警報・情報
◆がけ崩れ （前兆）
　地中にしみ込ん
だ雨などの影響
で、斜面が急激に
崩れ落ちる

・がけにひび割れが入る
・がけの木が倒れる
・がけから小石が落ちる

◆土石流 （前兆）
　大量の土砂が水
とともに流れ出
し、建物や道路を
押し流す

・雨が続くのに、川の水
　位が急に下がる
・急に川の水が濁り、流
　木が混ざりだす　など

◆地すべり （前兆）
　地下水の影響と
重力で、広い範囲
で斜面がゆっくり
滑り落ちる

・斜面や地面にひび割れ
　ができる
・池や沢の水が濁る　な
　ど

◆記録的短時間大雨情報
　数年に一度しか発生しないような短時間
の大雨を観測したときに、気象台が発表す
る情報です。

◆大雨警報
　大雨による重大な災害が発生するおそれ
があると予測される場合の警報です。

◆土砂災害警戒情報
　大雨警報が発表され、命に危険を及ぼす
土砂災害が発生してもおかしくない状況の
ときに、市の避難勧告や住民の自主避難を
支援するために地域を特定して警戒を呼び
かける情報です。県と気象台が共同で発表
します。

風水害への備え
　昨年は、宮崎県内を豪雨が襲い多くの被害がでました。比較的被害の少ない小林市です
が、その油断が大きな被害につながることも。普段の備えや事前の準備を行い、被害を最
小減に抑えるようにしましょう。

特集／自分や家族、地域を守るために

私
た
ち
に
い
ま
で
き
る
こ
と

「
自
助
」
や
「
共
助
」
で
災
害
か
ら
身
を
守
る

ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し

災
害
へ
の
備
え
を
十
分
に

表 1 阪神淡路大震災のときの救出方法の割合
（日本火災学会「兵庫県南部地震における火災
に関する報告書」より）

自力で　34.9 ㌫

家族に　31.9 ㌫

隣人・友人に　28.1 ㌫

通行人に　2.6 ㌫

救助隊に　1.7 ㌫

その他　0.9 ㌫

…自助
…共助
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市
で
は
、
毎
日
の
安
全
安
心

な
市
民
生
活
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
し
た
「
小
林
市
総
合
防
災

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

防
災
へ
の
対
策
や
チ
ェ
ッ
ク
項

目
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の

避
難
方
法
、
ま
た
、
各
地
域
の

避
難
場
所
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
な

ど
で
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
現
在
、
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
地
域
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
時
期
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
り
大
雨

が
続
く
場
合
は
、
地
盤
が
緩
み

「
が
け
崩
れ
」・「
土
石
流
」・「
地

す
べ
り
」
な
ど
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
マ

ッ
プ
に
は
、「
土
石
流
（
特
別
）

警
戒
区
域
」
を
桃
色
で
、「
急

傾
斜
地
（
特
別
）
警
戒
区
域
」

を
橙
色
で
表
示
し
て
い
る
の

で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

を
一
度
確
認
く
だ
さ
い
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は

早
め
の
避
難
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
各
家
庭
で
の
災
害
に
備
え

た
準
備
な
ど
に
活
用
く
だ
さ

い
。

最
新
の
「
小
林
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
状
況
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

九
州
北
部
豪
雨
、
西
日

本
豪
雨
な
ど
50
年
に
１
度

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
雨

災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
大
雨
な
ど

災
害
が
発
生
し
や
す
い
状

況
で
は
、
気
象
情
報
な
ど

の
情
報
収
集
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で

は
、
市
内
全
域
に
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
、
全
戸

へ
の
防
災
ラ
ジ
オ
無
償
貸

与
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
か
ら
の
災
害

情
報
な
ど
を
正
確
・
迅
速

に
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

大
雨
時
に
は
、
土
砂
災

害
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。大
雨
警
報
発
表
時
に
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
と
き
は
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
対

象
地
域
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
ま
す
の
で
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
が
高
い
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
や
自
宅

で
の
滞
在
に
不
安
が
あ
る

人
な
ど
は
、
直
ち
に
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
中
に
市
内
全

域
で
自
主
防
災
組
織
の
設

置
が
完
了
し
ま
す
。
風
水

害
に
備
え
た
防
災
訓
練
や

研
修
会
な
ど
の
実
施
で
、

防
災
意
識
を
高
め
て
被
害

が
最
小
限
に
な
る
よ
う
今

後
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
常
在
危
機
」
の
心

で
被
害
を
最
小
限
に

災害情報の取得方法

INTERVIEW

危機管理課

松
ま つ も と

元 公
き み た か

孝 課長

危機管理課長に話を聴きました

防災対策方法や災害発生の仕組みなども掲載している防災マップ。日ご
ろから見やすい場所に置くなどして、常に確認できるようにしましょう
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テレビ ラジオ インターネット

　災害や避難の情報は、テレビ・ラジオ・イ
ンターネットなどで正確な情報
を取得できます。また、市では
防災メールでも災害の発生状況
や避難情報などを発信していま
す。登録は、右の QR コードか
らアクセスください。

非常用の食料は
ローリングストック法で

　非常用の食料は、賞味期限に注意。ローリン
グストック法を活用して定期的な確認を行いま
しょう。
◆ローリングストック法
　賞味期限が切れる前に食べて、食べた分を買
い足して備蓄する方法。

備える

食べる買い足す

防災メール
QR コード

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
、

そ
の
状
況
に
応
じ
て
「
警
戒
レ

ベ
ル
」
を
用
い
て
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。

警
戒
レ
ベ
ル
は
、
住
民
が
と
る

べ
き
行
動
を
発
生
状
況
別
に
５

段
階
で
区
分
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
か
ら
最
新
の
気
象
情
報

を
入
手
し
て
、
自
分
の
置
か
れ

た
状
況
に
よ
り
早
め
に
避
難
行

動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
は
数
日
間
に
渡

り
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
や
そ
の
家
族
な
ど
の

非
常
食
を
備
蓄
す
る
際
は
、
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
非
常
食
を
定
期

的
に
食
べ
て
、
食
べ
た
分
を
新

た
に
買
い
足
す
。
食
べ
な
が
ら

ら
備
蓄
す
る
た
め
、
賞
味
期
限

が
短
い
食
品
な
ど
も
非
常
食
と

し
て
扱
え
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
や
そ
の
予
兆
が

あ
る
と
き
に
は
速
や
か
に
身
を

守
る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
準
備
を
行
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
情
報
を
確
実
に
取
得

し
て
早
め
の
行
動
を

表２ 避難に関する情報と警戒レベル

基準になる気象情報など警戒レベル

警戒レベル５

警戒レベル４

警戒レベル３

警戒レベル２

警戒レベル１

避難情報

災害発生情報

避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・高齢者等
避難開始

住民が取るべき行動

命を守る最善の行動

全員避難

他の人は避難準備

災害に備え避難行動の確認

災害への心構えを高める

大雨特別警報
河川氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
河川氾濫危険情報

大雨警報、洪水警報
河川氾濫警戒情報

大雨注意報、洪水注意報

警報級の可能性など

高齢者などは避難

（対象地域）


